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復興〝被災者・住民の声を聞け〟復興〝被災者・住民の声を聞け〟
あ
の
大
震
災
、福
島
原
発
事
故
か
ら
５
ヶ
月…

怒
り
の
県
民
集
会・大
漁
旗
先
頭
に
デ
モ

　 「みやぎ県民センター」が発表した
「県震災復興計画への第１次提言」は、
冒頭に「復興のあり方」として、「県民・
市民参加」の復旧を強く主張していま
す。
　「提言」は、農業・畜産の大打撃か
らの回復。水産業復興では「すべて失
った漁業者に漁業権の民間開放を迫る
構図は異様としか言えない」と特区構
想を批判し、県内１４２漁港の集約再編
方針の見直しを迫っています。
　「提言」は県復興計画の「災害に強
いまちづくり」に関し、「『高台移転』
を強行するよりも津波避難タワー設置、
避難経路の確立などを重視すべきだ」
と提案しています。東北電力女川原発
（女川町、石巻市）の安易な再稼働に
反対し、自然再生エネルギーの開発支
援をキッパリ求めました。
　「提言」は復興計画２次案へのパブリ
ックコメント（意見公募）として県に電
子メールで送付しました。　

　
集
会
前
に
県
庁
前
で
リ
レ

ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
16
人
が

次
つ
ぎ
と
発
言
し
ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
関
係
者
は
、
民

間
医
療
機
関
・
高
齢
者
施
設

へ
の
支
援
を
求
め
、
ソ
ニ
ー

労
組
の
青
年
が
、
雇
い
止
め

の
不
当
性
を
強
調
（
上
写

真
）。
教
職
員
は
、
教
育
の

無
償
化
を
要
求
し
ま
し
た
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復興計画に「提言」

　

県
民
集
会
に
は
、
石
巻
か
ら
12
本
の
大
漁
旗
が
届
け

ら
れ
、
会
場
に
翻
る―

。

　

主
催
者
の
綱
島
不
二

雄
代
表
世
話
人
が
、
県

は
被
災
者
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
い
る
と
批

判
。「
私
た
ち
県
民
セ

ン
タ
ー
は
、
被
災
者
が

主
人
公
の
復
興
計
画
を
つ
く
っ
た
。
み
な
さ
ん
の
意
見

で
充
実
さ
せ
、
運
動
を
ひ
ろ
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
「
浜
に
混
乱
と
対
立
を
も
た
ら
す
特
区
構
想
は
将
来

を
見
据
え
た
復
興
策
で
は
な
い
。
断
じ
て
容
認
で
き
な

い
」
と
の
県
漁
協
の
菊
地
信
越
悦
・
新
会
長
名
の
ッ
セ

ー
ジ
（
裏
面
に
全
文
掲
載
）
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
界
代
表
や
被
災
者
か
ら
、
被
災
者
支
援
と
復
旧
の

遅
れ
、
原
発
へ
の
怒
り
が
切
々
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
や
団
体
か
ら
の
で
つ
く
る
「
東
日
本
大

震
災
復
旧
・
復
興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」

は
２
日
、
上
か
ら
持
ち
込
む
「
県
復
興
計
画
」

に
対
し
て
、
県
民
参
加
の
「
第
１
次
提
言
」
を

記
者
会
見
で
発
表
。「
被
災
者
・
地
が
主
人
公
」

の
復
旧
・
復
興
を
求
め
て
、
仙
台
市
青
葉
区
の

「
市
民
広
場
」
で
県
民
集
会
を
開
催
。
被
災
者

や
石
巻
か
ら
か
け
つ
け
た
漁
業
関
係
者
、
市
民

ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
気
勢
を
あ
げ
ま
し

た
。

閉会挨拶する菊地事務局長

県
漁
協
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

菊
地
修
事
務
局
長
が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
音
戸

を
と
り
、「
復
旧
・
復
興
を
急
げ
」
の
唱
和
が
夜
空
に

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。参
加
者
は
、大
漁
旗
を
先
頭
に
、

市
中
心
部
を
デ
モ
行
進
し
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

「
食
の
安
全
安
心
は
国
民

の
生
命
。
増
税
は
経
済

再
建
に
打
撃
に
な
る
。」

　

宮
城
県
生
協
連

　
　
　

野
崎
和
夫
さ
ん

「
稲
わ
ら
、
牛
肉
は
原
発

事
故
の
被
害
。
生
産
者

に
全
面
補
償
せ
よ
。」

　

宮
城
県
農
民
連

　
　
　

鈴
木
弥
弘
さ
ん

「
村
井
知
事
は
現
場
に
来

て
、
避
難
所
生
活
者
の

要
望
に
応
え
ろ
。」

　

避
難
所
生
活
者

　
　
　
　

柴
崎
巧
さ
ん

県
庁
前
で〝
リ
レ
ー
ト
ー
ク
〞



　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
県
民
集
会
が
こ
の

よ
う
に
多
く
の
み
な
さ
ま
お
集
ま
り
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
巨
大
津
波
で
本
県
沿
岸
域
の
町
や
漁
村
は
ほ
と
ん

ど
壊
滅
、
漁
港
、
漁
村
の
イ
ン
フ
ラ
を
は
じ
め
、
漁
船
や
養

殖
施
設
な
ど
の
生
産
基
盤
、
魚
市
場
や
流
通
加
工
関
連
施
設
、

さ
ら
に
は
造
船
業
等
水
産
業
を
支
え
る
関
連
産
業
に
も
壊
滅

的
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
１
０
、
４
３
７
名
の
う

ち
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
４
５
２
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
家

屋
の
被
災
は
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
全
壊
、
半
壊
が
５
、

０
０
０
棟
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

最
盛
期
を
迎
え
沿
岸
域
全
面
に
展
開
し
て
い
た
養
殖
施
設

も
全
滅
、
沿
岸
小
型
漁
船
も
ほ
ぼ
全
滅
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

宮
城
県
は
全
国
有
数
の
漁
業
・
水
産
業
の
生
産
を
維
持
し
、

国
民
へ
の
水
産
物
の
供
給
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
ま
さ
に
宮
城
の
漁
業
は
存
亡
の
危
機
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漁
業
・
水
産
業
の
復
興
な
く
し
て
、
水

産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
宮
城
の
沿
岸
域
の
復
興
は
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
は
一
刻
も
早
く
こ

の
壊
滅
的
状
況
を
脱
し
、
新
し
い
漁
業
生
産
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
漁
業
の
復
興
を
推
進
す
る
た
め
と
称
し

て
、
水
産
業
復
興
特
区
の
創
設
が
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

私
た
ち
は
、
特
区
の
創
設
が
宮
城
県
の
沿
岸
漁
業
の
復
興
に

決
し
て
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
し
、
浜
の
将
来
に
禍
根
を
残
す

も
の
と
考
え
て
お
り
、
創
設
に
は
絶
対
反
対
で
あ
り
ま
す
。

　

水
産
業
復
興
特
区
の
考
え
方
は
、
現
在
漁
業
協
同
組
合
に

優
先
的
に
与
え
て
い
る
養
殖
漁
場
の
漁
業
権
免
許
の
優
先
順

位
を
な
く
し
、
地
元
漁
業
者
と
企
業
が
つ
く
る
法
人
に
も
漁

協
と
同
順
位
に
免
許
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
企
業

等
は
漁
場
を
取
得
し
漁
協
と
は
独
立
し
た
生
産
・
販
売
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
宮
城
県
の
養
殖
漁
場
は
漁
業
者
が
、
資
源
・

環
境
に
配
慮
し
て
、
争
い
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
持
続
的
に

利
用
し
て
い
け
る
よ
う
、
漁
業
者
が
自
主
的
に
規
則
を
定
め
、

公
正
・
平
等
に
漁
場
の
行
使
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
持
続
的
で
安
定
し
た
生
産
体
制
が
維
持
さ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
漁
業
者
全
体
の
調
整
・
管
理
機
能
の
役
割
を
担
え
る

の
は
、
地
元
漁
業
者
の
組
織
で
あ
る
漁
業
協
同
組
合
し
か
あ

り
え
ず
、
そ
の
た
め
漁
業
協
同
組
合
は
県
か
ら
優
先
的
に
免

許
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。
漁
業
協
同
組
合
が
調
整
・
管
理

し
て
い
る
漁
場
の
一
部
を
、
た
と
え
一
部
の
地
元
漁
業
者
の

同
意
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
漁
業
協
同
組
合
以
外
の
組
織

に
調
整
・
管
理
を
委
ね
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
漁
場
の
一
元
的

管
理
体
制
は
崩
れ
、
持
続
的
で
安
定
し
た
生
産
体
制
の
維
持

は
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

良
好
な
自
然
環
境
が
維
持
さ
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
が

漁
業
で
あ
り
、
漁
業
者
は
漁
業
の
営
み
に
よ
り
沿
岸
域
の
自

然
環
境
も
守
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
自
然
と
共
生
す
る
浜

の
生
活
が
脅
か
さ
れ
れ
ば
、
環
境
保
全
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
が
生
産
を
担
え
ば
安
定
し
た
漁
業
生
産
が

維
持
さ
れ
る
の
か
、
大
変
疑
問
で
す
。
採
算
に
見
合
う
魚
価

が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
企
業
は
養
殖
生
産
販
売
に
力
を

注
ぐ
で
し
ょ
う
が
、
魚
価
の
低
落
等
で
採
算
に
合
わ
な
い
と

判
断
す
れ
ば
撤
退
す
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

宮
城
県
の
沿
岸
漁
業
は
漁
業
者
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
、

零
細
な
が
ら
も
生
産
性
を
維
持
し
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

復
興
は
、
こ
の
漁
業
者
の
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
企
業
の
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浜
に
混
乱

と
内
部
対
立
を
引
き
起
こ
す
水
産
業
復
興
特
区
は
50
年
・
１

０
０
年
先
を
見
据
え
た
漁
業
の
復
興
策
と
は
な
り
え
ま
せ
ん
。

未
曽
有
の
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、
大

き
な
問
題
を
抱
え
た
水
産
業
復
興
特
区
の
創
設
を
断
じ
て
容

認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

以
上　

　
　

「
被
災
者
・
地
が
主
人
公
の
復
旧
・
復
興
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

８・２
県
民
集
会
」へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合　

経
営
管
理
委
員
長　

菊　

地　

伸　

悦
漁業の未来を考え

る県民のつどい石
巻集会

平
成
23
年
８
月
２
日


